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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第154期

第２四半期連結
累計期間

第155期
第２四半期連結

累計期間
第154期

会計期間
自2021年４月１日
至2021年９月30日

自2022年４月１日
至2022年９月30日

自2021年４月１日
至2022年３月31日

売上高 （百万円） 16,110 25,205 35,411

経常利益 （百万円） 1,549 2,750 3,562

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 1,076 1,831 2,538

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,345 2,430 2,922

純資産額 （百万円） 18,725 22,138 20,301

総資産額 （百万円） 37,996 46,530 41,924

１株当たり四半期（当期）純利

益
（円） 135.80 231.31 320.15

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 49.1 47.3 48.2

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 2,253 △68 1,996

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △1,143 △815 △2,322

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △770 620 308

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 3,824 3,469 3,538

 

回次
第154期

第２四半期連結
会計期間

第155期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自2021年７月１日
至2021年９月30日

自2022年７月１日
至2022年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 69.90 103.67

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

EDINET提出書類

ラサ工業株式会社(E00760)

四半期報告書

 2/20



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症による行動制限が緩和されて、

経済活動を維持する対策により、景気に持ち直しの動きがみられる一方、世界的なインフレの進行、急速な円安

進行、長期化するウクライナ情勢などもあり、先行きは依然として不透明な状況が続いております。

このような環境のなかで、中期経営計画2023の２年目を迎え、引き続き「次世代への変化に対応した事業戦略

の推進と将来に向けた事業基盤の更なる強化」を基本方針として、既存事業の強化・領域拡大やグローバル市場

への対応強化、新規事業の探索・育成などの事業戦略を推進していくとともに、これら事業戦略を支える基盤整

備として、ＤＸやＥＳＧの取り組み、人材戦略にも注力し、収益力の向上や持続的成長に向けた新規事業の育成

などの経営課題の解決に取り組んでまいりました。

 

①財政状態

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ46億５百万円増加し、465億30百万円と

なりました。負債合計は、前連結会計年度末に比べ27億68百万円増加し、243億91百万円となりました。純資産

合計は、前連結会計年度末に比べ18億36百万円増加し、221億38百万円となりました。

 

②経営成績

当第２四半期連結累計期間は、売上高252億５百万円（前年同期比56.4％増）、営業利益26億26百万円（前年

同期比73.2％増）、経常利益27億50百万円（前年同期比77.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は18億

31百万円（前年同期比70.1％増）となりました。

当社グループのセグメント別の概況は、次のとおりであります。

 

（a）化成品事業

燐酸などの燐系製品につきましては、半導体向け高純度品が国内外共に堅調に推移しました。また、前期

後半ごろから続く原料黄燐の高騰による製品価格の是正も加わり、大幅な増収となりました。

凝集剤関連製品につきましては、電子部品のエッチング用途向けが、好調に推移し増収となりました。

コンデンサー向け原料は、原料価格の上昇に伴う製品価格への転嫁により、増収となりました。

この結果、当セグメントの売上高は、214億10百万円（前年同期比79.9％増）、セグメント利益は、24億12

百万円（前年同期比81.5％増）となりました。

（b）機械事業

破砕関連機械につきましては、リサイクル向けプラントの販売が伸長した一方、消耗部品販売が低調に推

移し、前年並みとなりました。

下水道関連の掘進機につきましては、国内及び海外向けの本体販売が減収となりました。レンタル物件は

低調に推移し、精密機械加工は前年並みとなりました。

この結果、当セグメントの売上高は、22億60百万円（前年同期比15.4％減）、セグメント利益は、１億92

百万円（前年同期比13.7％減）となりました。

（c）電子材料事業

化合物半導体向け高純度無機素材につきましては、赤燐は事故の影響により減収となりましたが、ガリウ

ム、インジウム及び塗布剤は好調に推移しました。

この結果、当セグメントの売上高は、９億５百万円（前年同期比2.6％減）、セグメント利益は、２億49百

万円（前年同期比116.2％増）となりました。
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（d）その他

石油精製用触媒の再生事業は、前年並みに推移しました。不動産の賃貸につきましても、横ばいとなりま

した。

この結果、当セグメントの売上高は、６億28百万円（前年同期比3.5％増）、セグメント利益は、３億50百

万円（前年同期比6.0％減）となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末

に比べ69百万円減少し、34億69百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は68百万円となりました。主な内訳は、税金等調整前四半期純利益27億20百万

円、減価償却費９億15百万円、売上債権の増加21億15百万円、棚卸資産の増加17億17百万円、仕入債務の増加

８億27百万円、法人税等の支払額６億61百万円などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は８億15百万円となりました。主な内訳は、有形固定資産の取得による支出７

億89百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は６億20百万円となりました。主な内訳は、短期借入金の増加額31億55百万

円、長期借入金の返済による支出19億10百万円、配当金の支払額５億51百万円などによるものであります。

 

(3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について

重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、２億92百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありませ

ん。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2022年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（2022年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 7,944,203 7,944,203
東京証券取引所

プライム市場
単元株式数は100株

計 7,944,203 7,944,203 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2022年７月１日～

2022年９月30日
－ 7,944,203 － 8,443 － －
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（５）【大株主の状況】

  2022年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（信託口）
東京都港区浜松町二丁目11番３号 1,011 12.78

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 東京都中央区晴海一丁目８番12号 453 5.73

ラサ工業取引先持株会 東京都千代田区外神田一丁目18番13号 393 4.96

株式会社みずほ銀行

（常任代理人 株式会社日本カストディ

銀行）

東京都千代田区大手町一丁目５番５号

（東京都中央区晴海一丁目８番12号）
250 3.16

株式会社三菱UFJ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 200 2.52

朝日生命保険相互会社

（常任代理人 株式会社日本カストディ

銀行）

東京都新宿区四谷一丁目６番１号

（東京都中央区晴海一丁目８番12号）
200 2.52

野村證券株式会社 東京都中央区日本橋一丁目13番１号 186 2.36

RE FUND 107-CLIENT AC

（常任代理人 シティバンク、エヌ・エ

イ東京支店）

MINISTRIES COMPLEX ALMURQAB AREA KUWAIT

KW 13001

（東京都新宿区新宿六丁目27番30号）

166 2.09

損害保険ジャパン株式会社 東京都新宿区西新宿一丁目26番１号 156 1.97

農林中央金庫 東京都千代田区大手町一丁目２番１号 150 1.89

計 － 3,169 40.04

（注）１．2022年10月５日付で公衆の縦覧に供されている変更報告書において、野村證券株式会社及びその共同保有者で

あるノムラ インターナショナル ピーエルシー、野村アセットマネジメント株式会社が2022年９月30日現在で以

下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として2022年９月30日現在における実質所有株式数の

確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

なお、その変更報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）
株券等保有割合

（％）

野村證券株式会社 東京都中央区日本橋一丁目13番１号 株式 185,400 2.33

ノムラ インターナショナル
ピーエルシー

１Angel Lane,London EC4R 3AB,United

Kingdom
株式  79,776 1.00

野村アセットマネジメント株式
会社

東京都江東区豊洲二丁目２番１号 株式 247,100 3.11

 

２．2022年５月19日付で公衆の縦覧に供されている変更報告書において、三井住友ＤＳアセットマネジメント株式

会社が2022年５月13日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として2022年９月30日

現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

なお、その変更報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）
株券等保有割合

（％）

三井住友ＤＳアセットマネジメ
ント株式会社

東京都港区虎ノ門一丁目17番１号 虎ノ

門ヒルズビジネスタワー26階
株式 323,600 4.07
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2022年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ 単元株式数は100株
普通株式 30,700

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,875,900 78,759 同上

単元未満株式 普通株式 37,603 － －

発行済株式総数  7,944,203 － －

総株主の議決権  － 78,759 －

（注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が300株含まれております。ま

た、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数３個が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2022年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数

（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）

ラサ工業株式会社

東京都千代田区外神田一丁

目18番13号
30,700 － 30,700 0.34

計 － 30,700 － 30,700 0.34

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2022年７月１日から2022

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,538 3,469

受取手形及び売掛金 10,378 12,697

商品及び製品 2,581 3,390

仕掛品 976 1,054

原材料及び貯蔵品 1,780 2,841

その他 332 467

貸倒引当金 △2 △3

流動資産合計 19,584 23,917

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,832 4,430

機械装置及び運搬具（純額） 3,828 5,358

工具、器具及び備品（純額） 545 914

土地 6,908 6,909

建設仮勘定 3,349 1,106

その他（純額） 102 96

有形固定資産合計 18,566 18,816

無形固定資産 47 42

投資その他の資産   

投資有価証券 2,195 2,347

その他 1,544 1,413

貸倒引当金 △14 △7

投資その他の資産合計 3,725 3,753

固定資産合計 22,339 22,612

資産合計 41,924 46,530
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,264 5,141

短期借入金 5,806 8,460

未払法人税等 712 817

賞与引当金 401 419

その他 1,635 1,711

流動負債合計 12,821 16,550

固定負債   

長期借入金 5,337 4,345

退職給付に係る負債 3,066 3,110

環境対策引当金 4 4

その他 393 381

固定負債合計 8,801 7,841

負債合計 21,622 24,391

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,443 8,443

利益剰余金 11,523 12,798

自己株式 △23 △59

株主資本合計 19,943 21,182

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 44 18

繰延ヘッジ損益 9 30

為替換算調整勘定 500 1,047

退職給付に係る調整累計額 △291 △264

その他の包括利益累計額合計 263 832

非支配株主持分 95 122

純資産合計 20,301 22,138

負債純資産合計 41,924 46,530
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（2）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

売上高 16,110 25,205

売上原価 12,242 20,142

売上総利益 3,868 5,062

販売費及び一般管理費 ※ 2,351 ※ 2,435

営業利益 1,516 2,626

営業外収益   

受取配当金 24 27

受取地代家賃 16 13

持分法による投資利益 114 191

その他 60 66

営業外収益合計 215 299

営業外費用   

支払利息 70 93

休止鉱山鉱害対策費用 71 56

その他 41 26

営業外費用合計 183 176

経常利益 1,549 2,750

特別利益   

投資有価証券売却益 - 2

特別利益合計 - 2

特別損失   

災害による損失 - 32

特別損失合計 - 32

税金等調整前四半期純利益 1,549 2,720

法人税、住民税及び事業税 428 745

法人税等調整額 36 125

法人税等合計 464 871

四半期純利益 1,084 1,849

非支配株主に帰属する四半期純利益 7 18

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,076 1,831
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

四半期純利益 1,084 1,849

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △10 △26

繰延ヘッジ損益 － 20

為替換算調整勘定 215 445

退職給付に係る調整額 26 27

持分法適用会社に対する持分相当額 29 113

その他の包括利益合計 261 580

四半期包括利益 1,345 2,430

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,332 2,400

非支配株主に係る四半期包括利益 13 29
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,549 2,720

減価償却費 756 915

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 30 83

受取利息及び受取配当金 △24 △27

持分法による投資損益（△は益） △114 △191

支払利息 70 93

売上債権の増減額（△は増加） △160 △2,115

棚卸資産の増減額（△は増加） 235 △1,717

その他の資産の増減額（△は増加） △15 △123

仕入債務の増減額（△は減少） 146 827

その他の負債の増減額（△は減少） 205 116

その他 71 △24

小計 2,752 556

利息及び配当金の受取額 24 132

利息の支払額 △71 △94

法人税等の支払額 △452 △661

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,253 △68

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,129 △789

その他 △14 △25

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,143 △815

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 288 3,155

長期借入れによる収入 691 -

長期借入金の返済による支出 △1,376 △1,910

配当金の支払額 △353 △551

その他 △19 △72

財務活動によるキャッシュ・フロー △770 620

現金及び現金同等物に係る換算差額 77 193

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 417 △69

現金及び現金同等物の期首残高 3,407 3,538

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,824 ※ 3,469
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたっ

て適用することといたしました。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間

（自 2021年４月１日
　　至 2021年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日

　　至 2022年９月30日）

出荷費・運賃 780百万円 775百万円

給料諸手当 363 369

貸倒引当金繰入額 7 △0

賞与引当金繰入額 106 115

退職給付費用 54 58

研究開発費 326 292

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
至 2022年９月30日）

現金及び預金勘定 3,824百万円 3,469百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 3,824 3,469

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年９月30日）

１．配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月29日

定時株主総会
普通株式 356 45 2021年３月31日 2021年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年９月30日）

１．配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月29日

定時株主総会
普通株式 555 70 2022年３月31日 2022年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

 
化成品
事業

機械
事業

電子材料
事業

計

売上高         

顧客との契約から生じる

収益
11,901 2,672 929 15,503 607 16,110 － 16,110

外部顧客への売上高 11,901 2,672 929 15,503 607 16,110 － 16,110

セグメント間の内部売上

高又は振替高
4 － － 4 17 21 △21 －

計 11,906 2,672 929 15,508 624 16,132 △21 16,110

セグメント利益 1,329 223 115 1,668 372 2,040 △523 1,516

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、石油精製用触媒再生及び不動産

の賃貸等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△523百万円には、各報告セグメントに配賦していない全社費用△524百万円などが

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．顧客との契約から生じる収益以外の収益の額については重要性がないことから、顧客との契約から生じる収

益と区分して表示しておりません。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

 
化成品
事業

機械
事業

電子材料
事業

計

売上高         

顧客との契約から生じる

収益
21,410 2,260 905 24,576 628 25,205 － 25,205

外部顧客への売上高 21,410 2,260 905 24,576 628 25,205 － 25,205

セグメント間の内部売上

高又は振替高
8 － － 8 17 25 △25 －

計 21,418 2,260 905 24,585 645 25,230 △25 25,205

セグメント利益 2,412 192 249 2,854 350 3,204 △578 2,626

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、石油精製用触媒再生及び不動産

の賃貸等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△578百万円には、各報告セグメントに配賦していない全社費用△579百万円などが

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．顧客との契約から生じる収益以外の収益の額については重要性がないことから、顧客との契約から生じる収

益と区分して表示しておりません。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
至 2022年９月30日）

１株当たり四半期純利益 135円80銭 231円31銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 1,076 1,831

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
1,076 1,831

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,927 7,915

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

２０２２年１１月１４日

ラサ工業株式会社

取締役会 御中

 

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 滑川 雅臣

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 廣瀬 美智代

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているラサ工業株式会

社の2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2022年７月１日から2022年９月

30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ラサ工業株式会社及び連結子会社の2022年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 

EDINET提出書類

ラサ工業株式会社(E00760)

四半期報告書

19/20



・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以 上

（※）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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